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2017 年度 京都府立大学 初級地域公共政策士 

政策能力プログラム（基礎）募集要項 
 

公共政策学部では、公共政策分野でのキャリアアップや再チャレンジを目指す大学生や社会人に対し、

本学部の科目を体系的に編成したプログラムを開講し、「初級地域公共政策士」資格制度と連動させる

ことで、地域を担う市民、そして高度の専門的職業人を養成します。 

 

 
 初級地域公共政策士とは？ 

   2011 年度からスタートした京都発の地域資格です。地域公共政策の担い手に求められる能力を育成する 

   プログラムを履修し、12 ポイントを取得すれば、認定機関である（一財）地域公共人材開発機構から職能 

     資格「初級地域公共政策士」が付与されます。この資格プログラムは京都の９大学等で実施されています。 

                     

                     

1．どのようなプログラムで、どのような能力を得たのかはっきり「見える」。 

2．学問的資格でもあり、職能的資格でもある。 

3．外部の評価機関にプログラムの質保証（社会的認証）を受けている。 

4．EU の教育・職能資格で用いられる EQF（※）レベルを参照している。  
   ※European Qualifications Framework の略 

 

     詳細は、（一財）地域公共人材開発機構の HP http://www.colpu.org をご覧ください。 
 

 
 
 

初級地域公共政策士 資格取得までの流れ 
 
 
   
 
 
 
 
 

  
  
 
 
 
 
 
 

    

初

級

「 
  

  

  

※ 本学は京都府立林業大学校と協定を結んでおり、林大生は研修員としてプログラムに参加します。   

 ※ 「グローカル人材資格プログラム」については別途学生便覧、パンフレット等をご覧下さい。 

※ 資格希望者は、各プログラムを履修した上で「初級地域公共政策士」資格の認定にあたり、資格認定料 

 を（一財）地域公共人材開発機構（COLPU）へ支払う必要がありますのでご注意ください。 

＊受講（継続）申込書は毎年コーディネーター宛に提出する必要があります。  

 

 

（一財）地域公共人材開発機構に申請 

「初級地域公共政策士」認定 

資格の特徴




